
項   目 主 要 施 策 ・ 成 果 ・ 予 算 執 行 実 績 
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２．下 水 道 

経 営 費 
 
 
 
 
 
 
３．公 債 費 
 
 
 
 
４．普 及 状 況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本町の下水道は、士幌市街を特定環境保全公共下水道事業で、中士幌市街を農業集落
排水事業として整備され、地域住民の保健衛生面において重要な役割を果たしている。 
士幌市街の下水道本管（コンクリート管）は、ひび割れ・隙間等の影響で本管へ地下

水が侵入し、処理場の処理能力に支障をきたしていることから、止水（２９か所）を行
った。 
士幌終末処理場においては、今後の整備方針を検討するため、耐震診断業務及び再構

築基本設計業務を実施した。平成２７年度の水洗化普及状況は、士幌市街で９９．２％・
中士幌市街で９６．１％となり、今後も水洗化の普及を図らなければならない。 
経営面においては、歳入総額１６１，００８千円、歳出総額１４９，０９３千円で差

引１１，９１５千円を翌年度に繰り越すことになった。 
歳入内訳では、料金収入５８，５９６千円、一般会計繰入金７９，７８６千円、社会

資本整備総合交付金１２，４２０千円、その他収入１０，２０６千円となり、一般会計
繰入金は１，９０２千円の増となった。 
歳出内訳では、一般管理費１１，４１０千円、士幌・中士幌の両施設の管理費８７，

７５０千円、公債費４９，９３３千円となった。 
使用料の徴収状況は、催促に出向くなど完納に努力したが、収入未済額として過年度

分１９５件４，５０２，１７５円、現年度分５０件８０２，９５０円となった。 
今後は、一般会計からの繰入金に依存しているなかで、効率的な維持管理を行い、経

費節減に努めなければならない。 
 
本年度は、管渠・処理施設の維持管理を行うとともに、主な業務を次のとおり行った。 
士幌終末処理場耐震診断業務委託業務            １５，９８４千円 
士幌終末処理場再構築基本設計（長寿命化計画）委託業務   ８，８５６千円 
士幌市街汚水管内止水委託業務                ５，０２２千円 
士幌終末処理場脱水設備修繕                ３，１８６千円 
中士幌処理施設自動バースクリーン修繕           １，３９０千円 
士幌終末処理場塗装工事（水処理棟）            ６，６９９千円 
 
前年度未償還残高      １６５，５３９千円 
本年度事業債発行額           ０千円 
本年度償還金額        ４３，６１８千円 
本年度末未償還残高     １２１，９２１千円 
 

平成２８年３月末                                              （ ）前年度 

          地区名 

区分 
士幌地区 中士幌地区 計 

処理区域内人口(人) 
（3,162） 

3,163   

（773） 

749   

（3,935） 

3,912   

処理人口   (人) 
（3,135） 

3,139   

（736） 

720   

（3,871） 

3,859   

普及率      （％） 
（99.1） 

99.2   

（95.2） 

96.1   

（98.4） 

98.6   

処理水量    （千m3） 
（311） 

309   

（67） 

66   

（378） 

375   

料金収入    （千円） 
（50,197） 

49,795   

（8,729） 

8,801   

（58,926） 

58,596   

（参考） 

 供    用 
開始年度 

処理面積 
（ha） 

処理方式 
処理能力 
（m3/日） 

管渠延長 
（km） 

放流先 

士幌地区 S58. 4 171 標準活性汚泥法 1,400 27.9 音更川 

中士幌地区 S62.10 49 ディッチ法 277 10.4 稲穂川 
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